
幸せを感じられる田原本を
目指して

ACTION ! 健康経営「自治体 カンファレンス 2024」

2024年12月23日

「健康経営の推進･普及活動」について
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「奈良県 田原本町」



田原本町のご紹介

面積：21.09㎢
人口：31,425人
世帯数：13,650世帯
（2024.12 現在）

（町役場）職員数 546人
内 訳：   正職員 259人
会計年度任用職員 287人
（2024.3 現在）

（主な産業）
農業、製造業、建設業
卸売業、小売業
社会福祉関連業
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奈良県の大和平野の中央に
位置する奈良盆地の田園都市
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子どもから高齢者まで
誰もがいきいきとした暮らしを楽しむまち

たわらもと

田原本町 総合計画  基本方針 
《まちの将来像》

幸せを感じられる田原本
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なぜ、健康経営を推進するのか？

「効果的かつ効率的な行政を実現し、
質の高い行政サービスを提供するため」

健康経営の発想に近い

ただし、そもそも！

職員の健康を保持するのは、職場としての責務であり、
「なぜ」という質問自体がおかしいのかも知れない。

「活用」と「解消」を混同しないように
注意しなければならないように感じる。



地方自治体の共通課題の現状

対応できる
職員の不足

① 共通課題･リスクに対する議会や住民か
らの質問･要望等が大幅に増加。

② 日々の行政業務に加えて、課題の対策･
対応に追われ、多忙化な日々が続く。

③業務量の増加×労働時間の短縮により、
職員の心身の健康状態が悪化。

④職員の体調不良者、メンタル不調者が減
らず、職員の高齢化も進む。

⑤ 公務員を目指す若者･青年層が減少し、
採用難で、優秀な働き手が不足。

【自治体職場･職員の実情･肌感覚】

健康経営の実践で解決へ

１．少子化･高齢化･人口減少

２．労働力の減少、財政難

３．子育て･教育支援の増加

４．医療･介護･福祉対応の増加

５．大規模災害、感染症の発生

６．防災･インフラ･公共交通問題

７．デジタル社会の進展

８．住民の価値観の多様化など

【多様化･複雑化する課題】
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優良法人2024認定に向けた取組（経緯）

2021年7月 「健康宣言」を行い、健康経営の取組を開始

2022年7月 「田原本町職員 心の健康づくり計画」を策定

2022年8月 「健康経営優良法人」の認定を目指すことを公表

2022年11月  アクサ生命保険株式会社と連携協定を締結

第１回「健康習慣アンケート」を実施（12月）

2023年5月 アンケートによる課題抽出によるセミナーを実施

2023年5月  「健康宣言書」改訂、「推進体制」の明確化、

「戦略マップ」の作成

2023年9月迄 「健康経営度調査」の必要事項の取組を進めて申請

2024年3月 「健康経営優良法人2024(大規模法人部門)」の認定

次頁
以降
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田原本町役場における健康経営の考え方

健康経営の取組

・健診、メンタルヘルス対策、定時退庁等の定着化
・職員の健康意識の向上、ヘルスリテラシーの向上
・職場環境の改善･整備により職員の行動変容を支援

健康経営推進のストーリー
「正の好循環」を理解

田原本町
役 場 内

健康投資

効
果

・労働生産性の向上、組織力･活力の向上
・病気による休職者の減少、出勤者のパフォーマンスの向上
・職員の使命感・働く意欲の向上による、行政サービスの充実
・町内での健康経営の普及支援による地域社会の活性化

・町民の 満足度、  

   信頼度、評価の向上

2023年5月

正の好循環
健康で元気な「職員」
 強い「組織」となる！

健康宣言書の改訂、組織体制の明確化、
戦略マップの作成時に、考え方を整理

地域の Well-being 向上

★ 健康経営は、地域住民･事業所に利益をお届けできる手法であることを理解！
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 健康宣言書 

       田原本町職員全員が、心身ともに健康で、働く意欲や能力を最大限発揮できる環境は何よりも
重要です。健康経営の実践は、生産性の向上や組織の活性化につながり、質の高い町民サービスの
提供に資することから、本町の発展に寄与するものと考えます。
職員の健康の保持・増進、組織の活性化のため、以下の項目を重点的に取り組みます。

   １．生活習慣病予防･改善の支援
職員に対して「定期健康診断」を１００％実施するとともに、健診の結果により、「特定保健指導」対象者への
支援や指導のほか、再検査や治療が必要な場合は医療機関を受診するよう推奨します。

２．メンタルヘルス改善の支援
定期的なストレスチェックや、メンタルヘルスに関する健康教育等を行うとともに、悩みをひとりで抱え込まない、
相談しやすい職場環境づくりに向けた取り組みを行います。

３．ワーク･ライフ･バランスの推進
職員の意識改革により、業務の改善と効率化及び労働時間の適正化を図り、健康意識の向上のため、適度な
運動、規則正しい食生活や禁煙等を推進します。

令和５年５月２６日
田原本町長
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健康経営 推進体制
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田原本町長

部長会

事務局

町長公室人事課

責任者（トップランナー）

推進管理

部長級・課長級職員

施策の企画･立案･推進
      進捗統括･管理

産業医･保健師

保険者(共済組合)

衛生委員会

健康課題の把握と指導･勧告

健康課題の把握と施策の実施

健康課題の把握と施策の審議
推進員

各課・各学校（園）職員

副町長・教育長

施策の実施・行動

施策の進捗管理

健康経営推進会議

事務局・各担当者
との連携を強化

推進内容等を理解し、
健康活動を自分事化

連携連携



【戦略マップ】  人財の価値向上

ヘルスリテラシーを高め、心身の健
康保持･増進により、働く意欲や能力
を最大限発揮して自己成長を図る

 組織の価値向上

職員一人ひとりが健康で、生産性の
高い職場創りの当事者となり、組織
全体のパフォーマンスを高める

社会的価値の向上

より質の高い行政サービスを提供し、
健幸長寿社会の実現と町民のウエル
ビーイングの向上を目指す

健康投資
健康投資効果

健康投資施策の取組
状況に関する指標

従業員等の意識変容･
行動変容に関する指標

健康関連の最終的な目標指標

健康経営で解決
したい経営課題

健

康

経

営

の

推

進

  重点項目

生活習慣病
予防

ワークライ
フバランス

メンタル
ヘルス

定期健診の
実施

健康増進セミ
ナーの開催

健康増進施策
の実施

メンタルヘル
ス研修の開催

ストレス
チェック実施

人材育成研修
の開催

労働時間の
適正化

休暇の取得
促進

健診再検査
受診率向上

健康セミナー
参加率向上

施策の参加率
向上

研修受講者の
増加

メンタル不調
者の減少

研修受講者の
増加

時間外勤務の
縮減

休暇取得者の
増加

健康診断
有所見率の低下

ヘルスリテラ
シーの向上

健全な食生活
者率の向上

運動習慣者
比率の向上

喫煙率の低下

適正飲酒者率
の向上

睡眠時間の
増加

仕事満足度
の向上

家庭満足度
の向上

※健康問題により勤務が
 できない状態

（アブセンティーイズム）
 を減少させる

※健康問題により生産性
が低下している状態

（プレゼンティーイズム）
を減少させる

※心身ともに健康で、心か
 らやりがいを感じて仕事
に取り組んでいる状態

（ワークエンゲイジ
メント)を向上させる

生産性
の向上

組織の
活性化

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

職
員
が
健
康
で
活
躍
で
き
る
職
場
の
実
現

※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

★ HPに掲載中

10



役場内取り組みの具体例 ＨＰに掲載中
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庁舎敷地内での全面禁煙を開始

（2020年4月より）

感染症予防対策として換気ルールの

導入（毎日３回の換気）

健康経営ワンポイントアドバイスを

毎月１回配信

健康習慣アンケート実施（年１回）

アンケート結果に基づく「フィード

バックセミナー」(年１回)

心の健康セミナー、女性の健康セミ

ナー実施（年１回）

健幸ポイント事業への職員の参加

奈良県市町村共済組合主催「スマ歩

ウォーキング」参加

働きやすい服装での勤務の実施

育児休業制度の拡充、不妊治療に関

する特別休暇の新設

ワークライフバランス強化月間の設

定

地域貢献活動として「副業の解禁」

 「1 on 1」の個人面談の推進とメン

ター制度の導入

働き方改革として、行政に特化した

生成ＡＩの導入



健康経営セミナー
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カロリー消費量を階段に掲示

・階段踊り場に
カロリー消費量掲示

・「働きやすい服装」
による勤務の実施
を掲示

食堂にて「野菜摂取月間」や「腹八分目運動」を周知

階段使用･食事
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リフレッシュルーム（和室）
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2020年度, 86.6 

2021年度, 88.0 

2022年度, 87.7 

2023年度, 88.3 

2020年度, 92.0 

2021年度, 95.0 

2022年度, 95.9 

2023年度, 96.3 

80.0 82.0 84.0 86.0 88.0 90.0 92.0 94.0 96.0 98.0

(1)予防と健康づくりに関する指標

特定健診の受診率(％) 禁煙率(％)

健康経営により、
着実に改善！
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2020年度, 4 2021年度, 5 2022年度, 5 2023年度, 5

2020年度, 56

2021年度, 62 2022年度, 61

2023年度, 27
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時間外勤務(人数) 

年360時間超の職員数 月45時間超の延べ人数

(2)ワークライフバランスに関する指標 ①
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健康経営により
長時間労働が減少
健康経営により
長時間労働が減少



2020年度, 11.8 

2021年度, 12.9 
2022年度, 13.0 

2023年度, 14.0 

10.5
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11.5

12.0

12.5

13.0

13.5

14.0

14.5

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

(2)ワークライフバランスに関する指標 ②

着実に増加

ワーク･ライフ
バランスの進展

シナジー効果も
期待できる！
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年次有給休暇の平均取得日数

着実に増加



2020年度, 25.0 

2021年度, 36.4 

2022年度, 57.1 
2023年度, 60.0 

0.0
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20.0
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40.0

50.0

60.0

70.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

(2)ワークライフバランスに関する指標 ③
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共働き･共育てが増加共働き･共育てが増加

※当該年度に妻が出産した職員に占める育休取得者の割合男性の育休取得率



2.74 2.76 2.78 2.8 2.82 2.84 2.86 2.88 2.9 2.92

2022年度

2023年度

2024年度

職場の「働きやすさ」と職員の「働きがい」に関する指標

職場の一体感(平均2.7) 主体的取組(平均2.9)

自由な発言・安心感(平均2.6)

（３）職員アンケート結果 ①

他事業所
との比較

平均以上
かつ

「一体感」
が改善！
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平均以上
かつ

「一体感」
 が改善！



2022年度, 2.6 2023年度, 2.6 2024年度, 2.5 

2022年度, 
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2023年度, 

2024年度, 

4.4 
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ワークエンゲイジメント(点) アブセンティーイズム(日)

2022年度, 20

2023年度, 23

2024年度, 
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23.5

2022年度 2023年度 2024年度

プレゼンティーイズム(％)

復職者数･回答者数の増加もあり平均的な数値に留まっている

最高４点 20

（３）職員アンケート結果 ② 職員のパフォーマンス向上に関する指標   



田原本町全域での

「健康経営」普及促進活動について
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１．健康経営優良法人認定事業所へ「インセンティブ」を付与

町
独
自
の
優
遇
措
置

22

町内事業所向けの健康経営サポート事業

① 中小企業融資制度における利子補給率の上乗せ
★ 融資額1,000万円以内(6年以内)で、融資利率の1/2(年率1％を限度)

の利子補給に加え、認定事業所へは 0.2%を上乗せして補給。

② 本町の調達時のプロポーザル審査における加点評価
★ プロポーザル審査における「社会的な価値の勘案基準」内に規定し、

認定事業所へは総合評点の２％を加点。

③ 田原本町 健康経営優良事業所 表彰制度 
⇒ 次頁スライド



田原本町全世帯向け広報誌
「田原本ダイスキ！」2024.8.30 号
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田原本町「健康経営優良事業所 表彰制度」、健康経営セミナーの開催など

２．協会けんぽ奈良支部、田原本町商工会との連携事業

・田原本町健康経営優良事業所の表彰式
・健康経営の実践の好事例発表
・健康経営優良法人2025認定に向けた
セミナーの実施、など掲載



奈良県内の
健康経営優良法人2024認定事業所数（計１８６）

大規模法人： １５事業所（うち田原本町内＝ ３事業所）
中小規模法人：１７１事業所（うち田原本町内＝１６事業所）

〇 法人数に対する認定事業所数の割合は、３年連続で
 田原本町が県内(39市町村)の中で第１位です。

〇 総人口３万人～５万人の全国市町村の中でも、
 総人口に対する「中小規模法人の認定数(2024)」の割合は
 田原本町が全国で第５位にランクインをしています。

法人事業所数や総人口に対する
田原本町内の認定事業所数の割合はトップ水準にあります。
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町内の認定事業所数の割合



これからの健康経営の推進について

今後の展望
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健康経営･人的資本経営
を自治体行政に活かす！



〇職場環境の改善により、働きやすさを高めます。
＊開庁時間の短縮、新たな特別休暇の新設を検討

〇職員のエンゲイジメントを高め、成長と安心を支えます。
＊「1 on 1」面談、職員教育内容のレベルアップ

〇職員の健康をベースとして、組織の価値向上に取り組みます。
＊迅速かつ正確な情報共有、職員間交流の促進

健康経営実践

健康経営定着

心身ともに健康

職場環境等の改善

思考の質 向上

行動の質 向上
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地域でのコラボ
ヘルスを推進

・商工会
・協会けんぽ
・生命保険会社
・新聞社
・テレビ
・メディア
・ＦＭまほろば

（主な連携先）

【79.5 MHz】

【地域社会へ還元！】

健康経営をさらに普及･進化させてまいります！

人的資本行政の改善･最適化に向けて



田原本町公式
キャラクター

タワラモトン 

ありがとうございました

幸せを
感じられるまち

「田原本」

健康経営優良法人
2024認定のＱＲＣ
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